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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　キヨ様～本日室岡整形外科受診している。患部の熱感ない為、抗生剤は飲み切り終了となる。次回1/30受診予定。
・西村　キン子様～深澤Drより本日朝より内服薬中止の指示あり。市民病院受診し、消化管出血疑いのため、胃薬服用させるようにとの指示あり。田名部DrよりランソプラゾールOD処方となっている。
＜要注目患者様＞

・田嶋　兼雄様～11:00馬渡Dr指示にて酸素中止するが、酸素飽和度80%台へ低下あり。馬渡Dr報告し、16:00より酸素1Lで開始となる。他バイタルサイン異常無し。
・澤田　キエ様～バイタルサイン異常無し。食事は拒否強く、各食数口のみ摂取。
・森川　きよ様～下肢痛の訴えあり、9:00頓服のカロナール服用している。以降も下肢疼痛訴えあるが、自制内で経過している。
・関口　義光様～帰宅要求あり来詰頻回のため都度対応している。対応時の易怒性や興奮はない。
・三田　よし子様～食事をとりながらドアを蹴る、箸を折るなど粗暴的。対応時も大声で叫んでいる。主治医指示にてジプレキサ（10）+注射用水2.1ml 1/2A筋注施行、その後も不穏続いているため残り1/2A筋注施行している。筋注施行後は臥床している。

・北野　はるゑ様～盗食、他室侵入あり都度見守り、介入している。食事や服薬の拒否はない。
・西村　キン子様～娘様より面談、市民病院受診希望あり。主治医報告するが外来診察の為対応できないとの事で、田名部Drへ指示受けするようにと指示あり。田名部Drへ上記報告し、娘様への病状報告、市民病院受診行っている。12:00市民病院受診している。17:30帰院。脳梗塞の診断だが、貧血状態の為脳梗塞の治療が行えないとの事。
＜馬渡Dr診察＞
・田嶋　兼雄様～声掛けに疎通良好。バイタルサイン異常なく、酸素飽和度の低下もない
為、診察後、11：00酸素中止としている。本日、息子夫婦と面談してお
り、状態説明と今後の方向性について説明している。経管栄養について
は即答できない為、後日、連絡頂く事としている。1/17　0：00より点滴
2本で24Ｈキープ、フロセミド（20）1Ａ/日、エンシュアリキッド2本/
日、臨時薬は同内容で7日分処方となる。1/22採血（セット3）指示と
なる。
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方。

・織笠　キヌエ様～臨時薬よりベルソムラ中止となり、他、同内容で7日分処方とな
る。

・川村　耕八様～臨時薬同内容で7日分処方。セフジトレン錠は飲み切り中止となる。
・石藤　ツエ様～臨時薬同内容で7日分処方。
・森川　きよ様～本日vdsよりエチゾラム中止となりベルソムラ処方となる。　　　排便-5日目にて、ケンエーＧ浣腸60ml処方となる。
・関口　義光様～臨時薬変更となり、同内容にバルブロ酸Na（200）2T/2×7日分処方となる。
＜新入院患者様＞
➀氏　　名：佐々木　博子様

　生年月日：昭和20年3月16日　72歳

　病　　名：混合型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ｄユニット

　入院形態：医療保護

　主治医　：深澤Dr

（経過）

　現在長男様と同居中。12月12日頃より知人宅へ長電話をしたり毎日息子様に病院受診要求したりと反復行為が多くなり落ち着かない様子あり。デイサービスを2回/週利用しているが、要介護１であり経済的負担もありこれ以上サービスを増やすことが出来ない状態である。本人の落ち着かない状態が続いている為、在宅生活困難な状態となっている。ケアマネへもショートステイなどの利用も含め検討していたがショートステイの空きなく待ち状態であった。サービス調整が困難な状態のため、H30.1.16　12:05東Ｄユニットへ医療保護入院となる。

　
※LTセット：Cプラン、オムツなし(家族洗濯)
※緊急時は搬送希望（病院指定なし）
※個室利用しているが、差額免除している。
②氏　　名：中里　てつ様

　生年月日：昭和13年4月3日　79歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ｄユニット

　入院形態：医療保護

　主治医　：深澤Dr

（経過）

　H25年1月頃より認知機能低下や易怒性が見られ、H27年に南部町医療センター受診。アルツハイマー型認知症の診断で内服開始となる。入浴を拒否したり、同居の長男夫婦へ頻繁に言いがかりをつけたりし、トラブルとなっていた。今回、症状改善目的で入院も視野に入れ、受診相談があり、本日受診。介護負担も大きく、在宅療養を継続することが困難であることから、精査及び加療、環境調整のためH30.1.16東病棟Dユニットへ入院となる。
※緊急時は搬送希望（日赤病院）
※入院後不穏状態著しい為、東D20号室→東C6号室へ移動となる。
